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１ 監査を実施した監査委員名

下 隆 明

髙 田 幸 男

古 川 隆 史

田 中 晋

２ 監査の種類

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第５項の規

定による随時監査 (工事等監査）

３ 監査の期間

平成３０年１月１０日から平成３０年３月８日まで

４ 監査の対象

(1) 対象工事等

ア 公設市場青果倉庫棟耐震工事実施設計業務委託

イ 公設市場青果棟庇設置工事

(2) 担当部署

経済産業部公設市場

５ 監査の方法

対象工事等について，計画，設計，積算，契約事務，工事施工

及び監理等が，法令等を遵守し適切かつ効率的に行われているか

確認することを主眼として，関係書類の調査，現場における施工

状況の調査を関係者からの説明を受けて監査を行った。

また，平成２５年度に策定した公設市場整備計画（以下「整備

計画」という。）や，平成２８年度末の松戸市公設地方卸売市場

北部市場（以下「松戸北部市場」という。）青果部の統合等を踏

まえ，計画や環境の変化に対応し得る工事等であるかについても

留意した。

なお，本監査は，工事等に関する専門的知識を必要とするため，

公益社団法人大阪技術振興協会に調査を委託し，派遣された技術

士の協力を得て実施した。
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６ 監査の概要

(1) 公設市場青果倉庫棟耐震工事実施設計業務委託

ア 業務概要

(ｱ) 対象施設

青果倉庫棟

(ｲ) 業務委託の場所

柏市若柴６９番地の１ 柏市公設総合地方卸売市場（以

下「柏市場」という。）内

(ｳ) 受託業者

有限会社古里設計一級建築士事務所

(ｴ) 契約年月日

平成２９年７月１９日

(ｵ) 業務委託期間

平成２９年７月２０日から平成２９年１１月３０日まで

(ｶ) 委託金額 (消費税及び地方消費税含む）

３，６７２，０００円

(ｷ) 業務及び建物概要

業務概要 建築物の耐震改修工事の設計

構造・規模 鉄骨造２階建

建築面積 474.12 ㎡ （階段を除く）

延べ床面積 594.81 ㎡

主要用途 倉庫

耐震構造指標（Ｉｓ値） １階桁行方向 0.45

１階梁間方向 0.34

※ 0.3≦ Ｉ ｓ 値 ≦ 0.6 の 場 合 は ， 地 震 に 対 し て 倒 壊 ま た

は崩壊する危険性があるという評価 (新耐震基準 )

イ 業務の背景及び現状

青果倉庫棟は，経年劣化に加え耐震性能が新耐震基準を下

回 っ て い る た め ， 耐 震 改 修 の 整 備 方 針 が 整 備 計 画 に 盛 り 込

まれている。

本施設は青果の一時保管場所と青果部門の事務所として利

用 さ れ て き た が ， 松 戸 北 部 市 場 青 果 部 を 統 合 し た た め ， 新
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た に 青 果 を ス ー パ ー 等 の 売 り 場 に 陳 列 で き る よ う 小 分 け し

包装する作業 (以下，「包装作業」という。 )の場としても利

用することとなった。

こうしたことから，本施設の耐震改修は一層の喫緊の課題

と な り ， 本 年 度 当 初 予 算 に 耐 震 工 事 実 施 設 計 及 び 工 事 関 係

費 を 計 上 し ， 本 年 ７ 月 に 耐 震 工 事 実 施 設 計 業 務 を 委 託 発 注

するに至った。

しかし，耐震工事については，包装作業時間が想定を上回

り増加し続けたため，実施設計における施工条件を変更する

必要があることが判明した。

そこで，工期工程や包装作業を行う施設の仮設整備を検討

したが，整備場所や整備期間の確保が難しく，事後の撤去費

を含めかなりの事業費を伴うことも予想されたことから，耐

震工事の年度内施工を見送ることとした。

その後，包装作業の場の確保を優先するための代替案とし

て，柏市場内に新たに建設予定の立体駐車場棟に機能を移転

整備させる案などを検討しているとのことである。

ウ 業務委託の状況

完了

(2) 公設市場青果棟庇設置工事

ア 工事概要

(ｱ) 対象施設

青果棟

(ｲ) 工事場所

柏市若柴６９番地の１ 柏市場内

(ｳ) 請負業者

小倉建設株式会社

(ｴ) 契約年月日

平成３０年１月９日

(ｵ) 工期

平成３０年１月１０日から平成３０年３月１６日まで

(ｶ) 請負金額 (消費税及び地方消費税含む）
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３５，９１０，０００円

(ｷ) 工事及び建物概要

工事概要 建築工事 庇設置工事一式

電気設備工事 電気配線工事

照明設備工事

構造・規模 鉄骨造平屋建

建築面積 394.55 ㎡

延べ床面積 394.55 ㎡

主要用途 卸売市場

イ 工事の背景及び現状

平成２８年度末に松戸北部市場青果部を統合したことによ

り，青果棟における取扱量が増加したため，新たに青果棟の

一面を荷捌き所・積込所として利用することとなった。

しかし，降雨を避ける設備がなく雨ざらしのため，食品の

安全安心を確保するために庇を設置するものである。

なお，平成２５年度策定の整備計画には位置づけられてい

ない。

ウ 工事状況（平成３０年２月１３日現在）

工事進捗率 約２０％

(3) 整備計画について

柏市場は，これまで移転建替えやその後の中止決定など，経

営基盤となる施設整備に対する方針が転換，見直しされてきた

ものの，効率的，効果的な施設整備を推進してきた。

平成２５年度には整備計画を策定し，既存施設の耐震や老朽

化対策等を実施している。

７ 監査の結果

監査にあたり，工事等の背景や計画，施設の現況などを踏まえ

つつ，実施設計や構造設計，積算額及びその準拠基準，入札・契

約の手続き，工事施工及び監理の書類や現場状況などについて，

適正であることを確認した。

しかし，とくに次の事項については，「監査の結果等の取扱い
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要領」に定める判断及び処理の基準により指摘事項に該当するも

のと決定した。十分に精査のうえ，適宜改善を図られたい。

【指摘事項】

(1) 計画的な施設整備推進の必要性について

経済産業部公設市場では，場内施設の機能維持と安全の確保

等を図るため整備計画に沿って施設の整備を進めている。

計画策定の意義は，組織の目標や方針を明確化し，関係者と

の 共 有 や 外 部 周 知 を 容 易 に し， 目 標 等 達 成 の た め の 手 段 と し

て役立てるものと捉えることができる。

本監査の対象工事等の背景及び現状は，６ (1)イ及び６ (2)イ

に 記 載 し た と お り で あ り ， 計 画 ど お り の 整 備 推 進 が 実 施 さ れ

て い る と は 言 え ず ， 整 備計 画 に 位 置 づ け ら れ て い な い 工 事 等

も，都度判断して実施している状況であった。

この結果，以下の問題があると判断した。

ア 整備計画の策定後の見直しや更新がされておらず，実際の

施 設 整 備 が 整 備 計 画 に 基 づ く も の と そ う で な い も の が 混 在

し て お り ， 全 体 的 な 市 場 整 備 の 方 針 が 不 明 確 と な っ て い る

こと。

イ 青果倉庫棟耐震設計業務は委託契約を締結し履行されたが，

本 年 度 に 予 定 し て い た 耐 震 工 事 は 見 送 ら れ て お り ， 委 託 と

工事を一体として捉えたマネジメントが不足していたこと。

ウ 立体駐車場棟への包装作業の場の移転案については，その

有効性，経済性及び効率性が十分に確認できなかったこと。

以上のことから，整備計画を現状に即して見直すとともに，

今 後 も 環 境 の 変 化 等 に 応じ て ， 適 宜 ， 整 備 計 画 の 更 新 に 努 め

られたい。
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(2) 不要な公金支出の防止について

上記 (1)イ で 指摘したとおり，青果倉庫棟耐震工事の年度内

見 送 り は ， 耐 震 設 計 業 務 委 託 の 本 年 度 実 施 の 必 要 性 が問 わ れ

る 事 案 で あ る 。 こ の ま ま当 該 工 事 が 行 わ れ な け れ ば ， 委 託 費

を 始 め と す る 設 計 業 務 に係 る 関 係 経 費 の 無 駄 遣 い と な る 状 況

で あ り ， 公 金 の 有 効 活 用 と い う 点で ， 市 民 感 覚 か ら か け 離 れ

ていると言わざるを得ない。

柏市場は独立採算制の特別会計で運営されており，施設整備

費 が 増 加 す れ ば ， 財 源 を確 保 し な け れ ば な ら な い 。 市 場 使 用

料 に 負 担 を 求 め れ ば ， 場内 業 者 の 経 営 を 圧 迫 し 商 品 価 格 に 転

嫁 さ れ ， 最 終 的 に は 市 民に 影 響 す る も の で あ る 。 ま た ， 同 会

計にも一般会計から税金が投入されている。行政職員として，

行 政 活 動 に 伴 う コ ス ト は市 民 に 及 ぶ こ と を 強 く 認 識 し て ， 慎

重に業務に当たられたい。

(3) 組織内の意思決定の在り方について

上記 (1)及び (2)において，施設整備における計画性が不足し，

こ れ に 関 連 し て ， 効 果 的， 効 率 的 な 公 金 支 出 の 判 断 が 出 来 な

かったことを指摘した。

本監査において，施設整備の方針や実施判断に係る決定手続

き が 明 確 に 確 認 で き な かっ た こ と も あ り ， 組 織 と し て の 職 層

に応じたチェック体制が機能しているか憂慮される。

事業推進にあたっては，職責ごとに事業内容を精査し，問題

が あ れ ば 十 分 に 議 論 し ，そ の 都 度 組 織 的 な 決 定 手 続 き と 情 報

共 有 を 図 る と い う 過 程 が必 要 で あ る 。 市 民 へ の 説 明 責 任 の 面

でも，決定手続きや決定権者が明確であることは重要であり，

決して疎かにしてはいけない。

担当部署においては，事務決裁規程などの関連規定等に基づ

いて組織運営がなされているか検証し，必要に応じて改善を図

られたい。
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８ 意見

本監査において，監査基準の着眼点に違背するものではないが，

一層の業務改善に資するため，とくに意見すべきと判断した事項

について，以下に記す。

【監査意見】

(1) 市にとって有利な入札方法の検討について

本監査の対象である設計委託及び工事は，どちらも業者選定

に あ た り 制 限 付 き 一 般 競争 入 札 を 行 っ た 結 果 不 調 と な り ， 担

当 課 見 積 り 合 わ せ に よ って ， 契 約 の 相 手 方 の 決 定 に 至 っ て い

る 。 両 事 業 と も ， 柏 市 内に 本 店 が あ る こ と を 入 札 参 加 条 件 の

一 つ と し て い る 他 ， 応 札者 が １ 者 で あ っ た こ と な ど の 共 通 点

がある。

柏市内に本店があることという入札参加条件には，地元業者

の育成を図るという意図がある。

しかし，入札参加者を制限した結果応札者が極端に少なくな

っ て は ， 適 切 な 価 格 競 争が 妨 げ ら れ た り ， 入 札 不 調 と な る 可

能性が高まることから，経済性や効率性の観点で課題がある。

近年は，震災復興促進やオリンピック需要もあって業者不足

の 傾 向 も 指 摘 さ れ て い る。 こ う し た 社 会 情 勢 な ど も 考 慮 し ，

契 約 担 当 部 署 で は ， 既 存の 考 え 方 に 固 執 せ ず ， 本 市 に と っ て

最 も 有 利 な 入 札 方 法 に つい て 柔 軟 に 検 討 し て い く こ と を 要 望

する。

(2) 場内の安全対策について

本監査では，青果棟庇設置工事において，工事現場の安全管

理に問題ないことを確認した。

しかし，柏市場には経年劣化が進行したり耐震性が不十分な

施 設 が 多 数 あ り ， 今 後 も多 く の 工 事 等 が 実 施 さ れ る 見 込 み で

ある。
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柏市場は多くの車両や市場関係者及び市民が出入りする場所

で あ る か ら ， 引 き 続 き ，工 事 現 場 の 安 全 管 理 や 場 内 の 安 全 な

動 線 確 保 な ど の 対 策 を ，現 状 に 慣 れ る こ と な く 危 機 意 識 を 持

って取り組まれたい。

(3) ハトの糞害対策について（公設市場青果棟庇設置工事）

今回青果棟に設置する庇は，その構 造 の 特 性 か ら ハ ト の 糞

に よ る 被 害が 予 想 さ れ る 。 食 品 を 扱 う施 設 の 衛 生 状 況 は ，食

の 安 全 に つな が る も の で あ る 。 屋 根 下 に ネッ ト を 張 る な ど の

対応を検討されたい。
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